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訴  状 

２ ０ １ ９ 年 ６ 月 ２ ０ 日  

 

東 京 地 方 裁 判 所  民 事 部  御 中  

原 告 ら 代 理 人 弁 護 士  角 田 由 紀 子  5 

同      弁 護 士  打 越 さ く 良  

 

当 事 者 の 表 示      別 紙 当 事 者 目 録 記 載 の と お り  

（ 原 告 ら 代 理 人 の 表 示  別 紙 代 理 人 目 録 記 載 の と お り ）  

 10 

損 害 賠 償 請 求 事 件  

訴 訟 物 の 価 額   ４ ２ ７ ０ 万 １ ０ ８ ０ 円  

ち ょ う 用 印 紙 額    １ ４ 万 ９ ０ ０ ０ 円   

               

請  求  の  趣  旨  15 

１  被 告 は ， 原 告 ら に 対 し ， 別 紙 受 験 内 容 ・ 損 害 目 録 記 載 の 各 原 告 氏 名

欄 に 対 応 す る 各 請 求 額 欄 記 載 の 各 金 員 及 び こ れ に 対 す る 訴 状 送 達 の

日 の 翌 日 か ら 支 払 済 み ま で 年 ５ 分 の 割 合 に よ る 金 員 を 支 払 え  

２  訴 訟 費 用 は 被 告 の 負 担 と す る  

と の 判 決 並 び に 仮 執 行 宣 言 を 求 め る 。  20 

請  求  の  原  因  

第 １  当 事 者  

１  原 告 ら  

  原 告 ら は ， 別 紙 受 験 内 容 ・ 損 害 目 録 「 受 験 年 度 」 欄 及 び 「 試 験 種 別 」

欄 記 載 の と お り ， 順 天 堂 大 学 医 学 部 を 受 験 し た 者 で あ る （ な お ， 個 々25 

の 原 告 を 特 定 す る 場 合 は ， 受 験 内 容 ・ 損 害 目 録 「 原 告 番 号 」 欄 記 載 の
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番 号 を 用 い る 。）。  

２  被 告  

  被 告 は ， 順 天 堂 大 学 を 運 営 す る 学 校 法 人 で あ る 。  

 

第 ２  順 天 堂 大 学 に お け る 医 学 部 の 入 学 試 験  5 

 被 告 は ， 以 下 の と お り 順 天 堂 大 学 医 学 部 の 入 学 試 験 を 実 施 し た （ こ こ

で は 原 告 ら が 受 験 し た 年 度 ， 受 験 方 式 に つ い て 列 挙 す る ）。  

１  平 成 ２ ３ （ ２ ０ １ １ ） 年 度 一 般 入 学 試 験 （ 甲 １ の １ ， 甲 １ の ２ ， 甲

１ の ３ ）  

（ 1） 募 集 人 員 は ５ ３ 名 で あ り ， 入 学 検 定 料 は ６ 万 円 で あ っ た 。  10 

（ 2） 一 次 試 験 は ， 理 科 （ ２ ０ ０ 点 ）， 数 学 （ １ ０ ０ 点 ）， 外 国 語 （ ２ ０

０ 点 ） の 合 計 ５ ０ ０ 点 の 学 力 試 験 の 成 績 に よ っ て 判 定 さ れ 合 格 者 が

決 定 さ れ る 。  

（ 3） 二 次 試 験 は ， 一 次 試 験 合 格 者 に 対 し て ， 小 論 文 及 び 面 接 の 各 試 験

結 果 に ， 一 次 選 考 結 果 の 総 合 的 判 定 に よ っ て 合 格 者 が 決 定 さ れ る 。 15 

（ 4） 出 願 者 数 は ２ ０ ２ ３ 名 ， 受 験 者 数 は １ ８ ７ ８ 名 で あ っ た 。  

（ 5） 一 次 試 験 合 格 者 数 は ５ ５ ０ 名 ， 二 次 試 験 合 格 者 数 は １ ０ ９ 名 で あ

っ た 。  

２  平 成 ２ ４ （ ２ ０ １ ２ ） 年 度 一 般 入 学 試 験 （ 甲 １ の ４ ， 甲 １ の ５ ， 甲  

１ の １ ２ ）  20 

（ 1） 募 集 人 員 は ５ ４ 名 で あ り ， 入 学 検 定 料 は ６ 万 円 で あ っ た 。  

（ 2） 一 次 試 験 は ， 理 科 （ ２ ０ ０ 点 ）， 数 学 （ １ ０ ０ 点 ）， 外 国 語 （ ２ ０

０ 点 ）の 合 計 ５ ０ ０ 点 の 学 力 試 験 の 成 績 に よ っ て 判 定 さ れ 合 格 者 が

決 定 さ れ る 。  

（ 3） 二 次 試 験 は ， 一 次 試 験 合 格 者 に 対 し て ， 小 論 文 ， 面 接 試 験 に ， 一25 

次 選 考 結 果 を 加 味 し て ， 総 合 的 判 定 に よ っ て 合 格 者 が 決 定 さ れ る 。 

（ 4） 出 願 者 数 は ２ ０ ３ ２ 名 ， 受 験 者 数 は １ ８ ５ ８ 名 で あ っ た 。  
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（ 5） 一 次 試 験 合 格 者 数 は ５ ５ ４ 名 ， 二 次 試 験 合 格 者 数 は １ １ ２ 名 で あ

っ た 。  

３  平 成 ２ ４ （ ２ ０ １ ２ ） 年 度 セ ン タ ー ・ 一 般 独 自 併 用 試 験 利 用 入 学 試

験 （ 甲 1 の ４ ， 甲 １ の １ ２ ）  

（ 1） セ ン タ ー ・ 一 般 独 自 併 用 試 験 利 用 入 試 は ， 調 査 書 ， 大 学 入 試 セ ン5 

タ ー 試 験 ，一 時 独 試 験（ 学 力 試 験 ）の 評 価 を 総 合 的 に 判 断 し て ，第

一 次 試 験 の 合 格 者 （ 以 下 ， 各 年 度 に お い て 同 じ 。） が 決 定 さ れ る 。  

（ 2） 募 集 人 員 は ３ ５ 名 で あ り ， 入 学 検 定 料 は ６ 万 円 で あ る 。  

（ 3） 二 次 試 験 は ， 一 次 試 験 合 格 者 に 対 し て ， 小 論 文 ・ 英 作 文 試 験 ， 面

接 試 験 に ，一 次 選 考 結 果 を 加 味 し て ，総 合 的 判 定 に よ っ て 合 格 者 が10 

決 定 さ れ る 。  

（ 4） 出 願 者 数 は １ ０ ５ ５ 名 ， 受 験 者 数 は ９ ６ ５ 名 で あ っ た 。  

（ 5） 一 次 試 験 合 格 者 数 は ２ ５ ０ 名 ， 二 次 試 験 合 格 者 数 は ３ ９ 名 で あ っ

た 。  

４  平 成 ２ ５ （ ２ ０ １ ３ ） 年 度 一 般 入 学 試 験 （ 甲 １ の ４ ， 甲 １ の ６ ， 甲15 

１ の １ ２ ）  

(1) 募 集 人 員 は ５ ７ 名 で あ り ， 入 学 検 定 料 は ６ 万 円 で あ っ た 。  

(2) 一 次 試 験 は ，理 科（ ２ ０ ０ 点 ），数 学（ １ ０ ０ 点 ），外 国 語（ ２ ０ ０

点 ） の 合 計 ５ ０ ０ 点 の 学 力 試 験 の 成 績 に よ っ て 判 定 さ れ 合 格 者 が 決

定 さ れ る 。  20 

(3) 二 次 試 験 は ，一 次 試 験 合 格 者 に 対 し て ，小 論 文 ，面 接 試 験 に ，一 次

選 考 結 果 を 加 味 し て ， 総 合 的 判 定 に よ っ て 合 格 者 が 決 定 さ れ る 。  

(4) 出 願 者 数 は ２ ０ ４ ５ 名 ， 受 験 者 数 は １ ９ ６ ０ 名 で あ っ た 。  

(5) 一 次 試 験 合 格 者 数 は ５ ６ ６ 名 ，二 次 試 験 合 格 者 は １ ２ ５ 名 で あ っ た 。 

５  平 成 ２ ６ （ ２ ０ １ ４ ） 年 度 一 般 入 学 試 験 （ 甲 1 の ４ ， 甲 １ の ７ ， 甲25 

１ の １ ２ ）  

（ 1） 募 集 人 員 は ５ ７ 名 で あ り ， 入 学 検 定 料 は ６ 万 円 で あ っ た 。  
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（ 2） 一 次 試 験 は ， 理 科 （ ２ ０ ０ 点 ）， 数 学 （ １ ０ ０ 点 ）， 外 国 語 （ ２ ０

０ 点 ） の 合 計 ５ ０ ０ 点 の 学 力 試 験 の 成 績 に よ っ て 判 定 さ れ 合 格 者 が

決 定 さ れ る 。  

（ 3） 二 次 試 験 は ， 一 次 試 験 合 格 者 に 対 し て ， 小 論 文 ， 面 接 試 験 に ， 一

次 選 考 結 果 を 加 味 し て ， 総 合 的 判 定 に よ っ て 合 格 者 が 決 定 さ れ る 。  5 

（ 4） 出 願 者 数 は ２ １ ７ １ 名 ， 受 験 者 数 は ２ １ ０ ３ 名 で あ っ た 。  

（ 5） 一 次 試 験 合 格 者 数 は ５ ６ ４ 名 ， 二 次 試 験 合 格 者 数 は １ ２ ６ 名 で あ

っ た 。  

６  平 成 ２ ６ （ ２ ０ １ ４ ） 年 度 セ ン タ ー ・ 一 般 独 自 併 用 試 験 利 用 入 学 試

験 （ 甲 1 の ４ ， 甲 １ の １ ２ ）  10 

（ 1） 募 集 人 員 は ３ ５ 名 で あ り ， 入 学 検 定 料 は ６ 万 円 で あ る 。  

（ 2） 二 次 試 験 は ， 一 次 試 験 合 格 者 に 対 し て ， 小 論 文 ・ 英 作 文 試 験 ， 面

接 試 験 に ， 一 次 選 考 結 果 を 加 味 し て ， 総 合 的 判 定 に よ っ て 合 格 者 が

決 定 さ れ る 。  

（ 3） 出 願 者 数 は １ ０ １ ７ 名 ， 受 験 者 数 は ９ ８ ５ 名 で あ っ た 。  15 

（ 4） 一 次 試 験 合 格 者 数 は ２ ５ ４ 名 ， 二 次 試 験 合 格 者 数 は ４ ４ 名 で あ っ

た 。  

７  平 成 ２ ７ （ ２ ０ １ ５ ） 年 度 一 般 入 学 試 験 （ 甲 １ の ４ ， 甲 1 の ８ ， 甲

１ の １ ２ ）  

（ 1） 募 集 人 員 は ６ ０ 名 で あ り ， 入 学 検 定 料 は ６ 万 円 で あ っ た 。  20 

（ 2） 一 次 試 験 は ， 理 科 （ ２ ０ ０ 点 ）， 数 学 （ １ ０ ０ 点 ）， 外 国 語 （ ２ ０

０ 点 ） の 合 計 ５ ０ ０ 点 の 学 力 試 験 の 成 績 に よ っ て 判 定 さ れ 合 格 者 が

決 定 さ れ る 。  

（ 3） 二 次 試 験 は ， 一 次 試 験 合 格 者 に 対 し て ， 小 論 文 ， 面 接 試 験 に ， 一

次 選 考 結 果 を 加 味 し て ， 総 合 的 判 定 に よ っ て 合 格 者 が 決 定 さ れ る 。  25 

（ 4） 出 願 者 数 は ２ １ ６ ６ 名 ， 受 験 者 数 は ２ １ ０ ５ 名 で あ っ た 。  

（ 5） 一 次 試 験 合 格 者 数 は ５ ６ ８ 名 ， 二 次 試 験 合 格 者 数 は １ ３ ０ 名 で あ
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っ た 。  

８  平 成 ２ ７（ ２ ０ １ ５ ）年 度 セ ン タ ー・一 般 独 自 併 用 試 験 利 用 入 学 試 験

（ 甲 1 の ４ ， 甲 １ の １ ２ ）  

（ 1） 募 集 人 員 は ３ ５ 名 で あ り ， 入 学 検 定 料 は 6 万 円 で あ る 。  

（ 2） 二 次 試 験 は ， 一 次 試 験 合 格 者 に 対 し て ， 小 論 文 ・ 英 作 文 試 験 ， 面5 

接 試 験 に ， 一 次 選 考 結 果 を 加 味 し て ， 総 合 的 判 定 に よ っ て 合 格 者 が

決 定 さ れ る 。  

（ 3） 出 願 者 数 は １ ０ ３ ４ 名 ， 受 験 者 数 は ９ ９ ８ 名 で あ っ た 。  

（ 4）  一 次 試 験 合 格 者 数 は ２ ５ ６ 名 ，二 次 試 験 合 格 者 は ５ ０ 名 で あ っ た 。 

９  平 成 ２ ７（ ２ ０ １ ５ ）年 度 セ ン タ ー 試 験 利 用 入 学 試 験 (甲 1 の ４ ，甲10 

１ の １ ２ ) 

(1) セ ン タ ー 利 用 入 試 は ，「 一 般 入 学 試 験 」 の 第 一 次 試 験 に 替 え て ， 大

学 入 試 セ ン タ ー が 実 施 す る セ ン タ ー 試 験 の 得 点 を も と に ， 第 一 次 試

験 の 合 格 者 を 決 定 す る 試 験 で あ る 。  

(2) 募 集 人 員 は ２ ０ 名 で あ り ， 入 学 検 定 料 は ４ 万 円 で あ る 。  15 

(3) 一 次 試 験 合 格 者 に 対 し ，二 次 試 験 を 行 う が ，そ の 内 容 は 一 般 入 学 試

験 に お け る も の と 同 様 で あ る 。  

(4) 出 願 者 数 は ９ ７ ９ 名 ， 受 験 者 数 は ９ ７ ６ 名 で あ っ た 。  

(5) 一 次 試 験 合 格 者 数 は １ ６ ５ 名 ，二 次 試 験 合 格 者 数 は ２ ７ 名 で あ っ た 。 

１ ０  平 成 ２ ７ （ ２ ０ １ ５ ） 年 度 地 域 枠 試 験 ・ 東 京 （ 甲 1 の ４ ， 甲 １ の20 

１ ２ ）  

（ 1） 募 集 人 員 は １ ０ 名 で あ り ， 入 学 検 定 料 は ６ 万 円 で あ っ た 。  

（ 2） 一 次 試 験 は ， 調 査 書 ， 一 般 独 自 試 験 （ 学 力 試 験 ）， 大 学 入 試 セ ン タ

ー 試 験 の 評 価 を 総 合 的 に 判 断 し て ， 合 格 者 が 決 定 さ れ る 。  

(3) 二 次 試 験 は ，小 論 文 試 験 ，面 接 試 験 ①・面 接 試 験 ② ，一 次 選 考 結 果25 

を 総 合 的 に 判 断 し ， 合 格 者 が 決 定 さ れ る 。  

（ 4） 出 願 者 数 は １ ５ ７ 名 ， 受 験 者 数 は １ ５ ４ 名 で あ っ た 。  
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（ 5） 一 次 試 験 合 格 者 数 は ３ １ 名 ， 二 次 試 験 合 格 者 は １ ０ 名 で あ っ た 。  

１ １  平 成 ２ ８（ ２ ０ １ ６ ）年 度 一 般 入 学 試 験（ 甲 １ の ４ ，甲 １ の ９ ，甲

１ の １ ２ ）  

(1) 募 集 人 員 は ６ ３ 名 で あ り ， 入 学 検 定 料 は ６ 万 円 で あ る 。  

(2) 一 次 試 験 は ，理 科（ ２ ０ ０ 点 ），数 学（ １ ０ ０ 点 ），外 国 語（ ２ ０ ０5 

点 ） の 合 計 ５ ０ ０ 点 の 学 力 試 験 の 成 績 に よ っ て 判 定 さ れ ， 合 格 者 が

決 定 さ れ る 。  

(3) 二 次 試 験 は ，一 次 試 験 合 格 者 に 対 し て ，小 論 文 ，面 接 試 験 に ，一 次

選 考 結 果 を 加 味 し て ， 総 合 的 判 定 に よ っ て 合 格 者 が 決 定 さ れ る 。  

(4) 出 願 者 数 は ２ ０ ８ １ 名 ， 受 験 者 数 は ２ ０ ０ ６ 名 で あ っ た 。  10 

(5) 一 次 試 験 合 格 者 数 は ５ ６ ２ 名 ，二 次 試 験 合 格 者 数 は １ ３ ６ 名 で あ っ

た 。  

１ ２  平 成 ２ ８（ ２ ０ １ ６ ）年 度 セ ン タ ー・一 般 独 自 併 用 試 験 利 用 入 学 試

験 （ 甲 1 の ４ ， 甲 １ の １ ２ ）  

（ 1） 募 集 人 員 は ３ ５ 名 で あ り ， 入 学 検 定 料 は 6 万 円 で あ る 。  15 

（ 2） 二 次 試 験 は ， 一 次 試 験 合 格 者 に 対 し て ， 小 論 文 ・ 英 作 文 試 験 ， 面

接 試 験 に ， 一 次 選 考 結 果 を 加 味 し て ， 総 合 的 判 定 に よ っ て 合 格 者 が

決 定 さ れ る 。  

（ 3） 出 願 者 数 は ８ ７ ４ 名 ， 受 験 者 数 は ８ ３ ６ 名 で あ っ た 。  

（ 4） 一 次 試 験 合 格 者 数 は ２ ５ ０ 名 ， 二 次 試 験 合 格 者 数 は ５ ８ 名 で あ っ20 

た 。  

１ ３  平 成 ２ ８ （ ２ ０ １ ６ ） 年 度 セ ン タ ー 試 験 利 用 入 学 試 験 （ 甲 １ の ４ ，

甲 １ の １ ２ ）  

(1) 募 集 人 員 は ２ ０ 名 で あ り ， 入 学 検 定 料 は ４ 万 円 で あ る 。  

(2) 一 次 試 験 合 格 者 に 対 し ，二 次 試 験 を 行 う が ，そ の 内 容 は 一 般 入 学 試25 

験 に お け る も の と 同 様 で あ る 。  

(3) 出 願 者 数 は ９ ０ １ 名 ， 受 験 者 数 は ８ ９ ６ 名 で あ っ た 。  
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(4) 一 次 試 験 合 格 者 数 は １ ５ ２ 名 ， 二 次 試 験 合 格 者 は ２ ８ 名 で あ っ た 。 

 

１ ４  平 成 ２ ９ （ ２ ０ １ ７ ） 年 度 一 般 入 学 試 験 A 方 式 （ 甲 １ の ４ ， 甲 １

の １ ０ ， 甲 １ の １ ２ ， 甲 １ の １ ３ ）  

（ 1） 募 集 人 員 は ６ ７ 名 で あ り ， 入 学 検 定 料 は ６ 万 円 で あ る 。  5 

（ 2） 一 次 試 験 は ， 理 科 （ ２ ０ ０ 点 ）， 数 学 （ １ ０ ０ 点 ）， 外 国 語 （ ２ ０

０ 点 ） の 合 計 ５ ０ ０ 点 の 学 力 試 験 の 成 績 に よ っ て 判 定 さ れ ， 合 格 者

が 決 定 さ れ る 。  

（ 3） 二 次 試 験 は ， 一 次 試 験 合 格 者 に 対 し て ， 小 論 文 ， 面 接 試 験 に ， 一

次 選 考 結 果 を 加 味 し て ， 総 合 的 判 定 に よ っ て 合 格 者 が 決 定 さ れ る 。  10 

（ 4） 出 願 者 数 は ２ １ ４ ５ 名 （ 男 性 １ ２ ６ ５ 名 ， 女 性 ８ ８ ０ 名 ）， 受 験 者

数 は ２ ０ ７ ２ 名 で あ っ た 。  

（ 5） 一 次 試 験 合 格 者 数 は ５ ７ ０ 名 ， そ の う ち 男 性 は ３ ６ ２ 名 ， 女 性 は

２ ０ ８ 名 で あ っ た 。  

 (6) 二 次 試 験 合 格 者 数 は １ ３ ２ 名 ，そ の う ち 男 性 は ９ ９ 名 ，女 性 は ３ ３15 

名 で あ っ た 。  

(7) 現 在 判 明 し て い る 出 願 者 数 及 び 合 格 者 数 か ら 単 純 に 計 算 す る と ，一

次 試 験 合 格 率 （ 一 次 試 験 合 格 者 数 ／ 出 願 者 数 ） は 男 性 ２ ８ ． ６ ％ ，

女 性 ２ ３ ．６ ％ で あ る 。一 次 試 験 合 格 者 が 二 次 試 験 に 合 格 す る 率（ 二

次 試 験 合 格 者 数 ／ 一 次 試 験 合 格 者 数 ） は 男 性 ２ ７ ． ３ ％ ， 女 性 は １20 

５ ． ８ ％ で あ る 。 出 願 者 数 か ら 二 次 試 験 合 格 率 （ 二 次 試 験 合 格 者 数

／ 出 願 数 ） を 見 る と ， 男 性 は ７ ． ８ ％ ， 女 性 は ３ ． ７ ％ で あ る 。 男

性 の 合 格 率 は 女 性 の 合 格 率 の ２ 倍 以 上 で あ る 。  

１ ５  平 成 ３ ０ （ ２ ０ １ ８ ） 年 度 一 般 入 学 試 験 A 方 式 （ 甲 １ の ４ ， 甲 １

の １ １ ， 甲 １ の １ ２ ， 甲 １ の １ ３ ）  25 

（ 1） 募 集 人 員 は ６ ０ 名 で あ り ， 入 学 検 定 料 は ６ 万 円 で あ る 。  

（ 2） 一 次 試 験 は ， 理 科 （ ２ ０ ０ 点 ）， 数 学 （ １ ０ ０ 点 ）， 外 国 語 （ ２ ０
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０ 点 ） の 合 計 ５ ０ ０ 点 の 学 力 試 験 の 成 績 に よ っ て 判 定 さ れ ， 合 格 者

が 決 定 さ れ る 。  

（ 3） 二 次 試 験 は ， 一 次 試 験 合 格 者 に 対 し て ， 小 論 文 ， 面 接 試 験 に ， 一

次 選 考 結 果 を 加 味 し て ， 総 合 的 判 定 に よ っ て 合 格 者 が 決 定 さ れ る  

（ 4） 出 願 者 数 は ２ １ １ ９ 名 （ 男 性 １ ２ ９ ０ 名 ， 女 性 ８ ２ ９ 名 ）， 受 験 者5 

数 は ２ ０ ４ ５ 名 で あ っ た 。  

（ 5）一 次 試 験 合 格 者 数 は ５ ７ 6 名 ，そ の う ち 男 性 は ４ １ ５ 名 ，女 性 は １

６ １ 名 で あ っ た 。  

 (6) 二 次 試 験 合 格 者 数 は １ ２ ９ 名 ，そ の う ち 男 性 は １ ０ ７ 名 ，女 性 は ２

２ 名 で あ っ た 。  10 

(7) 現 在 判 明 し て い る 出 願 者 数 及 び 合 格 者 数 か ら 単 純 に 計 算 す る と ，一

次 試 験 合 格 率 （ 一 次 試 験 合 格 者 数 ／ 出 願 者 数 ） は 男 性 ３ ２ ． １ ％ ，

女 性 １ ９ ．４ ％ で あ る 。一 次 試 験 合 格 者 が 二 次 試 験 に 合 格 す る 率（ 二

次 試 験 合 格 者 数 ／ 一 次 試 験 合 格 者 数 ） は 男 性 ２ ５ ． ７ ％ ， 女 性 は １

３ ． ６ ％ で あ る 。 出 願 者 数 か ら 二 次 試 験 合 格 率 （ 二 次 試 験 合 格 者 数15 

／ 出 願 数 ） を 見 る と ， 男 性 は ８ ． ２ ％ ， 女 性 は ２ ． ６ ％ で あ る 。 男

性 の 合 格 率 は 女 性 の 合 格 率 の ３ 倍 以 上 で あ る 。  

１ ６  平 成 ３ ０ （ ２ ０ １ ８ ） 年 度 セ ン タ ー 試 験 利 用 入 学 試 験 （ 甲 １ の ４ ，

甲 １ の １ ２ ， 甲 １ の １ ３ ）  

(1) 募 集 人 員 は １ ２ 名 で あ り ， 入 学 検 定 料 は ４ 万 円 で あ る 。  20 

(2) 一 次 試 験 合 格 者 に 対 し ，二 次 試 験 を 行 う が ，そ の 内 容 は 一 般 入 学 試

験 に お け る も の と 同 様 で あ る 。  

(3) 出 願 者 数 は ７ ７ １ 名 ， 受 験 者 数 ７ ６ ９ 名 で あ っ た 。  

(4) 一 次 試 験 合 格 者 数 は １ ２ ０ 名 ，そ の う ち 男 性 は ７ １ 名 ，女 性 は ４ ９

名 で あ っ た 。  25 

 (5) 二 次 試 験 合 格 者 数 は ２ ５ 名 ，そ の う ち 男 性 は １ ４ 名 ，女 性 は １ １ 名

で あ っ た 。  



9 
 

第 ３  被 告 が 行 っ た 不 正 入 試  

1 被 告 の 不 正 入 試 が 発 覚 し た 経 緯  

   平 成 ３ ０ 年 ８ 月 ， 東 京 医 科 大 学 の 文 部 科 学 省 幹 部 職 員 に 関 す る 不

正 入 試 疑 惑 の 発 覚 を き っ か け と し て ，同 大 学 が 医 学 部 医 学 科 の 入 学

試 験 に お い て ，受 験 者 の 性 別 等 を 理 由 に 差 別 を 行 っ て い た と い う 不5 

正 入 試 疑 惑 が 発 覚 し た 。  

   こ の 事 態 を 受 け て ， 文 部 科 学 省 が ， 医 学 部 医 学 科 を 置 く 全 国 公 私

立 大 学 を 対 象 と し て ，「 医 学 部 医 学 科 の 入 学 者 選 抜 試 験 に お け る 公

正 確 保 等 に 係 る 緊 急 調 査 」を 実 施 し た 。そ の 調 査 に お い て ，被 告 の

実 施 し た 順 天 堂 大 学 医 学 部 入 学 試 験 （ 以 下 ，「 順 大 医 学 部 入 試 」 と10 

い う 。） に お け る 直 近 ６ 年 間 の 男 女 別 の 合 格 率 （ 合 格 者 数 ／ 受 験 者

数 ）の 値 が ，男 性 ９ ．１ ６ ％ に 対 し ，女 性 が ５ ．５ ０ ％ と ，男 性 受

験 者 の 合 格 率 が 女 性 受 験 者 の 合 格 率 を 大 き く 上 回 る こ と が 判 明 し

た （ 甲 ２  ４ 頁 ）。  

   文 部 科 学 省 は ， 被 告 に 対 し ， 順 大 医 学 部 入 試 に お い て ， 受 験 者 の15 

性 別 等 を 理 由 と し た 格 差 が 存 在 し て い る こ と を 指 摘 し ，詳 細 な 事 実

関 係 の 確 認 ， 同 省 へ の 報 告 ， 事 実 関 係 の 自 主 的 公 表 ， 入 試 の 改 善 ，

不 利 益 を 被 っ た 受 験 者 の 救 済 等 を 要 請 し た （ 甲 ３  １ 頁 ）。  

   こ の 要 請 を 受 け て ， 平 成 ３ ０ 年 １ ０ 月 １ ８ 日 ， 被 告 は ， 学 校 法 人

順 天 堂 第 三 者 委 員 会 （ 以 下 ，「 第 三 者 委 員 会 」 と い う 。） を 設 置 し ，20 

こ の 第 三 者 委 員 会 が 順 大 医 学 部 入 試 に つ い て 調 査 を 開 始 し ，同 年 １

２ 月 ３ 日 に そ の 調 査 内 容 を「 緊 急 第 一 次 報 告 書 」と し て 公 表 し た（ 甲

４  １ ～ ２ 頁 ）。  

   第 三 者 委 員 会 の 調 査 に よ っ て ， 被 告 が ， 平 成 ２ ９ 年 度 及 び 平 成 ３

０ 年 度 の 順 大 医 学 部 入 試 に お い て ，女 性 受 験 者 等 を 差 別 し て い た こ25 

と 及 び そ の 内 容 が 明 ら か に な っ た 。ま た ，入 学 試 験 に お け る 女 性 受

験 者 等 の 差 別 は ，平 成 ２ ９ 年 度 よ り 前 か ら 行 わ れ て い た こ と も 明 ら
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か に な っ た 。第 三 者 委 員 会 の 調 査 は 現 在 も 継 続 中 で あ る（ 甲 ４  １

頁 ， ４ ３ 頁 ）。  

 

２  被 告 が 実 施 し た 不 正 入 試 の 内 容 （ 女 性 受 験 生 等 の 差 別 ）  

被 告 は ，平 成 ２ ９ 年 度 及 び 平 成 ３ ０ 年 度 の 順 大 医 学 部 入 試 に つ い5 

て ， 次 の ９ つ の 入 試 方 式 を 用 い た （ 甲 ４  ６ ～ ７ 頁 ）。  

①  一 般 Ａ 方 式 ， ② 一 般 Ｂ 方 式 ， ③ セ ン タ ー 独 自 併 用 ， ④ セ ン タ ー 利

用 ， ⑤ 地 域 枠 ， ⑥ 国 際 Ａ 方 式 ， ⑦ 国 際 Ｂ 方 式 ， ⑧ 国 際 Ｃ 方 式 ， ⑨

国 際 Ｄ 方 式 。 ど の 試 験 方 式 も 一 次 試 験 ， 二 次 試 験 か ら な る 。  

 10 

入 試 方 式  募 集 人 数  一 次 試 験  二 次 試 験  

30 年 度  29 年 度  

①  一 般 A 方 式  60 名  67 名  学 力 試 験  

（ マ ー ク シ ー ト 式 ）

（ 記 述 式 ）  

小 論 文  

面 接  

②  一 般 B 方 式  10 名  10 名  学 力 試 験  

（ マ ー ク シ ー ト 式 ）  

（ 記 述 式 ）  

小 論 文  

英 作 文  

面 接  

③  セ ン タ ー  

独 自 併 用  

24 名  28 名 程 度  セ ン タ ー 試 験  

学 力 試 験  

（ マ ー ク シ ー ト 式 ）

（ 記 述 式 ）  

小 論 文  

英 作 文  

面 接  

④  セ ン タ ー  

利 用  

12 名  15 名 程 度  セ ン タ ー 試 験  小 論 文  

英 作 文  

面 接  

⑤ 地 域 枠  合 計 29 名  合 計 12 名  学 力 試 験  セ ン タ ー
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（ マ ー ク シ ー ト 式 ）  

（ 記 述 式 ）  

試 験  

小 論 文  

面 接  

⑤  ～ ⑧  

国 際 ABC 方 式  

5 名 程 度  5 名 程 度  小 論 文  

英 作 文  

面 接  

セ ン タ ー

試 験  

⑨ 国 際 D 方 式  日 本 留 学

試 験  

 

被 告 は ， こ の う ち ① か ら ④ の 入 試 方 式 に お い て ， 女 性 や 浪 人 の 受  

験 者 等 に つ い て ，性 別 や 浪 人 年 数 等 を 理 由 と し て 不 利 な 合 否 判 定 基

準 を 設 定 し ， そ の 基 準 に 基 づ く 合 否 判 定 を 行 っ て い た （ 以 下 ，「 不

利 益 取 扱 い 」 と い う ）。 ① の 入 試 方 式 で は 一 次 試 験 及 び 二 次 試 験 ，5 

② ～ ④ の 入 試 方 式 で は 二 次 試 験 に お い て 不 利 益 取 扱 い を 行 っ て い

た （ 甲 ４  ４ ３ ～ ４ ５ 頁 ）。  

具 体 的 内 容 に つ い て 以 下 に 述 べ る 。  

（ １ ） ① 一 般 Ａ 方 式 に つ い て （ 甲 ４  １ ５ 頁 ～ ２ １ 頁 ）  

一 次 試 験 は 学 力 試 験 （ マ ー ク シ ー ト 式 ， 記 述 式 ）， 二 次 試 験 は10 

小 論 文 試 験 及 び 面 接 試 験 で あ る 。こ の 入 試 方 式 で は ，一 次 及 び 二

次 の 両 試 験 で 不 利 益 取 扱 い が な さ れ た 。  

ア  一 次 試 験 の 合 否 判 定 基 準  

ま ず ，被 告 は ，学 力 試 験 に お け る 受 験 者 の 点 数 か ら 偏 差 値 を 算

出 し た 成 績 資 料 を 作 成 し た 。  15 

こ の 学 力 試 験 の 成 績 資 料 に ，各 受 験 者 の 性 別 ，年 齢 ，浪 人 年 数 ，

調 査 書 評 価 （ 学 習 成 績 概 要 ： ○ Ａ ， Ａ ， Ｂ ， Ｃ ， Ｄ ， Ｅ ）， 内 申

点 ，他 大 学 へ の 通 学 歴 の 情 報 を 加 え て ，学 力 試 験 の 偏 差 値 順 位 の

順 に ， 各 受 験 者 を 並 べ た 一 覧 資 料 を 作 成 し た 。  



12 
 

被 告 は ，こ の 一 覧 資 料 を 基 に ，学 力 試 験 の 偏 差 値 順 位 の 序 列 を

つ く り ，一 定 順 位 以 下 の 受 験 者 に つ き ，次 の と お り ，性 別 ，浪 人

年 数 ， 調 査 書 評 価 を 基 準 と し た 合 否 判 定 を し た 。  

  （ ア ） 平 成 ３ ０ 年 度   

一 次 合 格 者 数 を 定 員 の 最 大 １ ０ 倍（ ６ ０ ０ 名 ）程 度 と し ，以5 

下 の 基 準 で 合 格 者 を 検 討 す る 。順 位 は 偏 差 値 に よ る 順 位 で あ る 。 

１ ～ ２ ０ ０ 位      特 別 な 理 由 の な い 限 り 合 格 。 た だ し ， 浪 人

年 数 が 多 い 場 合 に 要 検 討 と す る が 他 大 学 在

学 期 間 の あ る 者 に つ い て は 経 歴 を 考 慮 す る 。 

２ ０ １ 位 ～ ３ ０ ０ 位  男 ３ 浪 Ｃ 以 下 不 合 格 ， 女 ２ 浪 Ｃ 以 下 不 合 格  10 

３ ０ １ 位 ～ ４ ０ ０ 位  男 ２ 浪 Ｃ 以 下 不 合 格 ， 女 １ 浪 Ｃ 以 下 不 合 格  

４ ０ １ 位 ～ ５ ０ ０ 位  男 ２ 浪 Ｂ 以 下 不 合 格 ， 女 １ 浪 Ｂ 以 下 不 合 格  

５ ０ １ 位 ～ ６ ０ ０ 位  男 １ 浪 Ｃ 以 下 不 合 格 ， 女 １ 浪 Ａ 以 下 不 合 格  

６ ０ １ 位 以 下       調 査 書 評 価 が ○ Ａ 又 は Ａ 等 の 人 物 の う ち  

か ら 合 格 者 を 検 討 す る  15 

 （ イ ） 平 成 ２ ９ 年 度  

一 次 合 格 者 数 を ６ ０ ０ 名 程 度 と し ， 以 下 の 基 準 で 合 格 者 を 検

討 す る 。  

 １ ～ １ ０ ０ 位     特 別 な 理 由 が な い 限 り 合 格 。  

１ ０ １ ～ 2０ ０ 位    ４ 浪 以 下 不 合 格  20 

２ ０ １ ～ ３ ０ ０ 位   男 ３ 浪 Ｃ 以 下 不 合 格 ， 女 ２ 浪 Ｃ 以 下 不 合 格  

３ ０ １ ～ ４ ０ ０ 位   男 ２ 浪 Ｃ 以 下 不 合 格 ， 女 １ 浪 Ｃ 以 下 不 合 格  

４ ０ １ ～ ５ ０ ０ 位   男 ２ 浪 Ｂ 以 下 不 合 格 ， 女 １ 浪 Ｂ 以 下 不 合 格  

５ ０ １ ～ ６ ０ ０ 位   男 １ 浪 Ｃ 以 下 不 合 格 ， 女 １ 浪 Ａ 以 下 不 合 格  

６ ０ １ 位 以 下     調 査 書 評 価 が ○ Ａ 又 は Ａ 等 の 人 物 の う ち か  25 

ら 合 格 者 を 検 討 す る 。  

     な お ，ど ち ら の 年 度 も ，浪 人 年 数 に つ い て は 他 大 学 へ の 通 学 経
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歴 を 有 す る 受 験 者 に つ い て は 当 該 通 学 年 数 が ， 一 覧 資 料 記 載 の

浪 人 年 数 か ら 差 し 引 か れ ， 個 別 考 慮 の 対 象 と さ れ た 。  

（ ウ ） 不 利 益 取 扱 い の 内 容  

  上 記 の と お り ， 被 告 は ， 一 次 試 験 に お い て ， 学 力 試 験 の 偏 差

値 順 位 に 基 づ く 序 列 を 作 り ， 一 定 順 位 以 下 の 各 序 列 に 性 別 ， 浪5 

人 年 数 ， 調 査 書 評 価 を 基 準 と し た 合 格 判 定 基 準 を 設 け て い た 。  

そ の 基 準 は ，女 性 受 験 者 に つ い て ，男 性 受 験 者 よ り も ，浪 人 年

数 ，調 査 書 評 価 の 点 で 厳 し い 合 格 基 準 を 設 定 す る も の で あ っ た 。 

例 え ば ，両 年 度 と も に 男 女 を 比 較 す る と ，次 の よ う な 判 定 と な

る の で あ る 。  10 

a） ２ ０ １ 位 ～ ３ ０ ０ 位 の 序 列内 に お い て は ， 学 力 試 験 の 偏 差

値 順 位 に 関 係 な く ， 男 性 の 場 合 ， １ 浪 ， ２ 浪 は 調 査 書 評 価 に

関 係 な く 合 格 ， ３ 浪 は 調 査 書 評 価 〇 A， A， B ま で が 合 格 で き

る 。  

女 性 の 場 合 は ，１ 浪 は 調 査 書 評 価 に 関 係 な く 合 格 で き る が ，15 

２ 浪 は 男 性 と 違 い 調 査 書 評 価 〇 A，A，B ま で し か 合 格 で き ず ，

３ 浪 は 合 格 で き な い 。  

b）「 １ 浪  調 査 書 評 価 C」で，学 力 試 験 の 偏 差 値 順 位 が ３ ０ １

位 の 女 性 は ， 不 合 格 と な る 。 一 方 で ，「 １ 浪  調 査 書 評 価 C」

の 男 性 は ，学 力 試 験 の 偏 差 値 順 位 が ５ ０ ０ 位 で も 合 格 と な る 。 20 

 

イ  二 次 試 験 の 合 否 判 定 基 準  

   二 次 試 験 は 小 論 文 試 験 及 び 面 接 試 験 で あ る 。  

小 論 文 試 験 は ０ ～ ０ ．４ 点（ ０ ．１ 点 刻 み で ５ 段 階 ），面 接 試 験

は １ ．０ ～ ５ ．０（ ０ ．５ 点 刻 み で ９ 段 階 ）の 配 点 で あ る 。両 試25 

験 の 得 点 の 合 計 値 は １ ． ０ ～ ５ ． ４ の範 囲 と な る 。  

被 告 は ，一 次 試 験 の 学 力 試 験 の 偏 差 値 順 位 の 序 列 ご と に ，小 論
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文 試 験 ，面 接 試 験 の 得 点 の 合 計 値 を 基 準 と し て ，次 の と お り ，受

験 者 の 性 別 に よ り 異 な る 基 準 で 合 否 を 判 定 し た 。  

（ ア ） 平 成 ３ ０ 年 度  

二 次 合 格 者 数 を 定 員 の ２ 倍 （ １ ２ ０ 名 ） 程 度 と す る 。  

小 論 文 試 験 及 び 面 接 試 験 の 得 点 の 合 計 値 が ２ ．５ 未 満 の 者 は5 

不 合 格 と し ，２ ．５ 以 上 の 者 に つ い て ，次 の と お り 合 格 者・補

欠 者 を 検 討 す る 。  

【 合 格 者 ・ 補 欠 １ A】  

次 の 判 定 基 準 に 従 っ て 合 格 者 を 検 討 す る 。 た だ し ， 二 次 合 格 者

数 を 超 え て 下 記 の 基 準 を 満 た す 者 は 補 欠 １ Ａ と す る 。  10 

１ ～ １ ０ ０ 位    男 ２ ． ５ 以 上  女 ３ ． ０ 以 上 合 格  

１ ０ １ ～ ２ ０ ０ 位  男 ３ ． ０ 以 上  女 ３ ． ５ 以 上 合 格  

２ ０ １ ～ ３ ５ ０ 位  男 ３ ． ５ 以 上 ， 女 ４ ． ０ 以 上 合 格  

３ ５ １ ～ ６ ０ ０ 位  男 ４ ． ０ 以 上 ， 女 ４ ． ５ 以 上 合 格  

【 補 欠 １ B】  15 

    次 の 判 定 基 準 に 従 っ て 補 欠 者 （ 補 欠 １ Ｂ ） を 検 討 す る 。  

    １ ～ １ ０ ０ 位    女 ２ ． ５ 以 上  

    １ ０ １ ～ ２ ０ ０ 位  男 ２ ． ５ 以 上 ， 女 ３ ． 0 以 上  

    ２ ０ １ ～ ３ ５ ０ 位  男 ３ ． ０ 以 上 ， 女 ３ ． ５ 以 上  

    ３ ５ １ ～ ６ ０ ０ 位  男 ３ ． ５ 以 上 ， 女 ４ ． ０ 以 上  20 

【 補 欠 ２ 】  

    次 の 判 定 基 準 に 従 っ て 補 欠 者 （ 補 欠 ２ ） を 検 討 す る 。  

    １ ０ １ ～ ２ ０ ０ 位  女 ２ ． ５ 以 上  

    ２ ０ １ ～ ３ ５ ０ 位  男 ２ ． ５ 以 上 ， 女 ３ ． ０ 以 上  

    ３ ５ １ ～ ６ ０ ０ 位  男 ３ ． ０ 以 上 ， 女 ３ ． ５ 以 上  25 

   （ イ ） 平 成 ２ ９ 年 度  

   二 次 合 格 者 数 を 定 員 の ２ 倍（ １ ３ ４ 名 ）程 度 と す る 。そ の
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余 の 基 準 は ， 平 成 ３ ０ 年 度 と 同 様 で あ る 。  

（ ウ ） 不 利 益 取 扱 い の 内 容  

上 記 の と お り ，被 告 は ，二 次 試 験 で は ，一 次 試 験 の 学 力 試 験

の 偏 差 値 順 位 の 序 列 ご と に ，二 次 試 験 の 点 数 を 基 準 と す る 合 格

又 は 補 欠 合 格 判 定 基 準 を 設 け て い た 。  5 

そ の 基 準 は 全 て の 序 列 に お い て ，女 性 に つ い て 一 律 ，男 性 よ

り も 合 格 判 定 基 準 を ０ ．５ 点 高 く 設 定 し ，厳 し い 基 準 と し て い

た 。  

     ０ ． ５ 点 は ， 二 次 試 験 の 合 計 配 点 ５ ． ４ 点 か ら す る と 約 １ 割

に 相 当 す る 大 き な 点 差 で あ る 。  10 

 

（ ２ ） ② 一 般 B 方 式 に つ い て （ 甲 ４  ２ ２ ～ ２ ６ 頁 ）  

   一 次 試 験 は 学 力 試 験 ，二 次 試 験 は 小 論 文 試 験 ，英 作 文 試 験 ，面

接 試 験 で あ る 。 二 次 試 験 で 不 利 益 取 扱 い が な さ れ た 。  

   た だ ，一 次 試 験 の 順 位 を 前 提 に ，二 次 試 験 の 合 否 判 定 が な さ れ15 

て い る の で ，一 次 試 験 に つ い て も 説 明 す る（ ③ ④ の 入 試 方 式 に つ

い て も 同 様 で あ る ）。  

 ア  一 次 試 験  

被 告 は ，一 般 A 方 式 同 様 ，ま ず ，学 力 試 験（ マ ー ク シ ー ト 式 ，

記 述 式 ）に お け る 受 験 者 の 点 数 か ら 偏 差 値 を 算 出 し た 成 績 資 料20 

を 作 成 し ，こ の 資 料 に ，各 受 験 者 の 性 別 ，年 齢 ，浪 人 年 数 ，調

査 書 評 価 ，内 申 点 ，他 大 学 へ の 通 学 歴 の 情 報 を 加 え て ，学 力 試

験 の 偏 差 値 順 位 の 順 に 並 べ た 一 覧 資 料 を 作 成 し た 。  

    こ の 一 覧 資 料 を 基 に ， 次 の 基 準 で 合 格 判 定 を し た 。  

（ ア ） 平 成 ３ ０ 年 度  25 

一 次 合 格 者 数 を 定 員 の 最 大 ５ 倍（ ５ ０ 名 ）程 度 と し ，試 験

成 績 及 び 調 査 書 等 の 出 願 書 類 を 審 査 の 上 ，以 下 の 基 準 で ，合
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格 者 を 検 討 す る 。  

成 績 上 位 １ ～ ７ ５ 位 の う ち，英 語 の 偏 差 値 が ５ ０ 以 上 の 者 を

合 格 と す る 。  

（ イ ） 平 成 ２ ９ 年 度  

一 次 合 格 者 数 を ７ ０ 名 程 度 と し ，試 験 成 績 及 び 調 査 書 等 の5 

出 願 書 類 を 審 査 の 上 ， 合 格 者 を 検 討 す る 。  

 

  イ  二 次 試 験  

    二 次 試 験 は 小 論 文 試 験 ， 英 作 文 試 験 ， 面 接 試 験 で あ る 。  

小 論 文 試 験 は ０ ～ ０ ． ４ 点 （ ０． １ 点 刻 み で ５ 段 階 ）， 英 作 文10 

試 験 は ０ ～ ０ ．２ ５ 点（ 採 点 担 当 教 員 が ０ ～ ２ ５ 点 で 評 価 し た 点

数 に １ ／ １ ０ ０ を 乗 じ た も の ），面 接 試 験 は １ ．０ ～ ５ ．０（ ０ ．

５ 点 刻 み で ９ 段 階 ）の 配 点 で あ る 。こ れ ら の 試 験 の 得 点 の 合 計 値

は １ ． ０ ～ ５ ． ６ ５ の 範 囲 と な る 。  

被 告 は ，一 次 試 験 の 学 力 試 験 の 偏 差 値 順 位 の 序 列 ご と に ，小 論15 

文 試 験 ，英 作 文 試 験 ，面 接 試 験 の 得 点 の 合 計 値 を 基 準 と し て ，受

験 者 の 性 別 に よ り 異 な る 基 準 で 合 否 を 判 定 し た 。  

（ ア ） 平 成 ３ ０ 年 度  

     二 次 合 格 者 数 は 定 員 と 同 数 （ １ ０ 名 ） 程 度 と す る 。  

小 論 文 試 験 ，英 作 文 試 験 ，面 接 試 験 の 得 点 の 合 計 値 が ２ ．５20 

未 満 の 者 は 不 合 格 と し ，２ ．５ 以 上 の 者 に つ い て 合 格 者 を 検 討

す る 。  

次 の 判 定 基 準 に 従 っ て 合 格 者 を 検 討 す る 。  

１ ～ １ ０ 位   男 ２ ． ５ 以 上 ， 女 ３ ． ０ 以 上 合 格  

１ １ ～ ２ ０ 位  男 ３ ． ０ 以 上 ， 女 ３ ． ５ 以 上 合 格  25 

（ イ ） 平 成 ２ ９ 年 度  

    二 次 合 格 者 数 を 定 員 と 同 数 （ １ ０ 名 ） 程 度 と す る 。  
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    小 論 文 試 験 ，英 作 文 試 験 ，面 接 試 験 の 合 計 値 が ２ ．５ 未 満 の

者 は 不 合 格 と し ，２ ．５ 以 上 の 者 に つ い て 合 格 者 ，補 欠 者 を 検

討 す る 。  

   【 合 格 者 ・ 補 欠 １A】  

次 の 判 定 基 準 に 従 っ て 合 格 者 を 検 討 す る 。但 し ，二 次 合 格 者5 

数 を 超 え て 下 記 の 基 準 を 満 た す 者 は 補 欠 １ A と す る 。  

１ ～ １ ０ 位   男 ２ ． ５ 以 上 ， 女 ３ ． ０ 以 上 合 格  

１ １ ～ ２ ０ 位  男 ３ ． ０ 以 上 ， 女 ３ ． ５ 以 上 合 格  

   ２ １ ～ ４ ０ 位  男 ３ ． ５ 以 上 ， 女 ４ ． ０ 以 上 合 格  

   【 補 欠 １ B】  10 

      次 の 判 定 基 準 に 従 っ て 補 欠 者 （ 補 欠 １ Ｂ ） を 検 討 す る 。  

     １ ～ １ ０ 位   女 ２ ． ５ 以 上  

     １ １ ～ ２ ０ 位  男 ２ ． ５ 以 上 ， 女 ３ ． 0 以 上  

     ２ １ ～ ４ ０ 位  男 ３ ． ０ 以 上 ， 女 ３ ． ５ 以 上  

    【 補 欠 ２ 】  15 

     次 の 判 定 基 準 に 従 っ て 補 欠 者 （ 補 欠 ２ ） を 検 討 す る 。  

     １ １ ～ ２ ０ 位  女 ２ ． ５ 以 上  

     ２ １ ～ ４ ０ 位  男 ２ ． ５ 以 上 ， 女 ３ ． ０ 以 上  

 （ ウ ） 不 利 益 取 扱 い の 内 容  

    上 記 の と お り ，被 告 は ，二 次 試 験 で は ，一 次 試 験 の 学 力 試 験20 

の 偏 差 値 順 位 に 基 づ い て 序 列 を つ く り ，序 列 ご と に 二 次 試 験 の

点 数 に よ る 合 格 又 は 補 欠 合 格 判 定 基 準 を 設 け て い た 。そ の 基 準

は 全 て の 序 列 に お い て ，女 性 に つ い て 一 律 ，男 性 よ り も 合 格 判

定 基 準 を ０ ． ５ 点 高 く 設 定 し ， 厳 し い 基 準 と し て い た 。  

    ０ ．５ 点 は ，二 次 試 験 の 合 計 配 点 ５ ．６ ５ 点 か ら す る と 約 １25 

割 に 相 当 す る 大 き な 点 差 で あ る  
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（ ３ ） ③  セ ン タ ー 独 自 併 用 に つ い て （ 甲 ４  ２ ６ ～ ３ ０ 頁 ）  

   一 次 試 験 は セ ン タ ー 試 験 及 び 学 力 試 験 ，二 次 試 験 は 小 論 文 試 験 ，

英 作 文 試 験 ，面 接 試 験 で あ る 。二 次 試 験 で 不 利 益 取 り 扱 い が な さ

れ た 。  

ア  一 次 試 験  5 

ま ず ， 被 告 は ， セ ン タ ー 試 験 及 び 学 力 試 験 （ マ ー ク シ ー ト 式 ，

記 述 式 ）に お け る 受 験 者 の 各 科 目 の 得 点 率 及 び 総 合 得 点 率 を 算 出

し た 成 績 資 料 を 作 成 し ，こ の 資 料 に ，各 受 験 者 の 性 別 ，年 齢 ，浪

人 年 数 ，調 査 書 評 価 ，内 申 点 ，他 大 学 へ の 通 学 歴 の 情 報 を 加 え て ，

総 合 得 点 率 の 順 に 並 べ た 一 覧 資 料 を 作 成 し た 。  10 

   こ の 一 覧 資 料 を 基 に ， 次 の 基 準 で 合 格 判 定 を し た 。  

（ ア ） 平 成 ３ ０ 年 度  

総 合 得 点 率 ８ ０ ％ 程 度 以 上 及 び 定 員 の 最 大 １ ０ 倍（ ２ ４ ０

名 ） 程 度 を 一 次 合 格 者 と す る 。  

（ イ ） 平 成 ２ ９ 年 度  15 

総 合 得 点 率 ８ ０ ％ 程 度 以 上 及 び 約 ２ ５ ０ 名 程 度 を 一 次 合

格 者 と す る 。  

 

イ  二 次 試 験  

   二 次 試 験 は 小 論 文 試 験 ， 英 作 文 試 験 ， 面 接 試 験 で あ る 。  20 

② 一 般 B 方 式 と 同 様 ，小 論 文 試 験 は ０ ～ ０ ．４ 点（ ０ ．１ 点 刻

み で ５ 段 階 ）， 英 作 文 試 験 は ０ ～ ０ ． ２ ５ 点 （ 採 点 担 当 教 員 が ０

～ ２ ５ 点 で 評 価 し た 点 数 に １ ／ １ ０ ０ を 乗 じ た も の ）， 面 接 試 験

は １ ．０ ～ ５ ．０（ ０ ．５ 点 刻 み で ９ 段 階 ）の 配 点 で あ る 。こ れ

ら 試 験 の 得 点 の 合 計 値 は １ ． ０ ～ ５ ． ６ ５ の 範 囲と な る 。  25 

被 告 は ，こ れ ら の 資 料 を 基 に ，一 次 試 験 の 学 力 試 験 の 得 点 率 順

位 の 序 列 ご と に ，小 論 文 試 験 ，英 作 文 試 験 ，面 接 試 験 の 合 計 値 を
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基 準 と し て ， 受 験 者 の 性 別 に よ り 異 な る 基 準 で 合 否 を 判 定 し た 。 

（ ア ） 平 成 ３ ０ 年 度  

    二 次 合 格 者 数 は 定 員 の ２ 倍 （ ４ ８ 名 ） 程 度 と す る 。  

小 論 文 試 験 ，英 作 文 試 験 ，面 接 試 験 の 得 点 の 合 計 値 が ２ ．５ 未

満 の 者 は 不 合 格 と し ，２ ．５ 以 上 の 者 に つ い て 合 格 者 を 検 討 す5 

る 。  

【 合 格 者 ・ 補 欠 １ A】  

次 の 判 定 基 準 に 従 っ て 合 格 者 を 検 討 す る 。た だ し ，二 次 合 格

者 数 を 超 え て 下 記 の 基 準 を 満 た す 者 は 補 欠 １ A と す る 。  

１ ～ ２ ５ 位     男 ２ ． ５ 以 上 ， 女 ３ ． ０ 以 上 合 格  10 

２ ６ ～ ７ ５ 位    男 ３ ． ０ 以 上 ， 女 ３ ． ５ 以 上 合 格  

７ ６ ～ １ ２ ５ 位   男 ３ ． ５ 以 上 ， 女 ４ ． ０ 以 上 合 格  

１ ２ ６ ～ １ ７ ５ 位  男 ４ ． ０ 以 上 ， 女 ４ ． ５ 以 上 合 格  

【 補 欠 １ B】  

    次 の 判 定 基 準 に 従 っ て 補 欠 者 （ 補 欠 １ Ｂ ） を 検 討 す る 。  15 

   １ ～ ２ ５ 位     女 ２ ． ５ 以 上  

  ２ ６ ～ ７ ５ 位    男 ２ ． ５ 以 上 ， 女 ３ ． 0 以 上  

   ７ ６ ～ １ ２ ５ 位   男 ３ ． ０ 以 上 ， 女 ３ ． ５ 以 上  

   １ ２ ６ ～ １ ７ ５ 位  男 ３ ． ５ 以 上 ， 女 ４ ． ０ 以 上  

   【 補 欠 ２ 】  20 

    次 の 判 定 基 準 に 従 っ て 補 欠 者 （ 補 欠 ２ ） を 検 討 す る 。  

   ２ ６ ～ ７ ５ 位    女 ２ ． ５ 以 上  

   ７ ６ ～ １ ２ ５ 位   男 ２ ． ５ 以 上 ， 女 ３ ． ０ 以 上  

   １ ２ ６ ～ １ ７ ５ 位  男 ３ ． ０ 以 上 ， 女 ３ ． ５ 以 上  

（ イ ） 平 成 ２ ９ 年 度  25 

    二 次 合 格 者 数 を 定 員 の ２ 倍（ ５ ６ 名 ）程 度 と す る 。そ の 余 の

基 準 は ， 平 成 ３ ０ 年 度 と 同 様 で あ る 。  
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（ ウ ） 不 利 益 取 扱 い の 内 容  

    上 記 の と お り ，被 告 は ，二 次 試 験 で は ，一 次 試 験 の 学 力 試 験

の 得 点 率 順 位 に 基 づ い て 序 列 を 作 り ，序 列 ご と に 二 次 試 験 の 点

数 に よ る 合 格 又 は 補 欠 合 格 判 定 基 準 を 設 け て い た 。  

そ の 基 準 は ，全 て の 序 列 に お い て ，女 性 に つ い て 一 律 ，男 性5 

よ り も 合 格 判 定 基 準 を ０ ．５ 点 高 く 設 定 し ，厳 し い 基 準 と し て

い た 。  

０ ．５ 点 は ，二 次 試 験 の 合 計 配 点 ５ ．６ ５ 点 か ら す る と 約 １

割 に 相 当 す る 大 き な 点 差 で あ る 。  

 10 

（ ４ ） ④ セ ン タ ー 利 用 に つ い て （ 甲 ４  ３ ０ ～ ３ ４ 頁 ）  

   一 次 試 験 は セ ン タ ー 試 験 の み ，二 次 試 験 は 小 論 文 試 験 ，英 作 文

試 験 ， 面 接 試 験 で あ る 。 二 次 試 験 で 不 利 益 取 り 扱 い が な さ れ た 。 

ア  一 次 試 験  

ま ず ，被 告 は ，セ ン タ ー 試 験 の 受 験 者 の 各 科 目 の 得 点 を 基 に 総15 

合 得 点 率 を 算 出 し た 成 績 資 料 を 作 成 し ，こ の 資 料 に ，各 受 験 者 の

性 別 ，年 齢 ，浪 人 年 数 ，調 査 書 評 価 ，内 申 点 ，他 大 学 へ の 通 学 歴

の 情 報 を 加 え て ， 総 合 得 点 率 の 順 に 並 べ た 一 覧 資 料 を 作 成 し た 。 

   こ の 一 覧 資 料 を 基 に ， 次 の 基 準 で 合 格 判 定 を し た 。  

（ ア ） 平 成 ３ ０ 年 度  20 

総 合 得 点 率 ９ ０ ％ 程 度 以 上 及 び 定 員 の 最 大 １ ０ 倍 （ １ ２ ０

名 ） 程 度 を 一 次 合 格 者 と す る 。  

（ イ ） 平 成 ２ ９ 年 度  

総 合 得 点 率 ９ ０ ％ 程 度 以 上 及 び 約 １ ３ ０ 名 程 度 を 一 次 合

格 者 と す る 。  25 

 

イ  二 次 試 験  
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   二 次 試 験 は 小 論 文 試 験 ， 英 作 文 試 験 ， 面 接 試 験 で あ る 。  

小 論 文 試 験 は ０ ～ ０ ． ４ 点 （ ０ ． １ 点 刻 み で ５ 段 階 ）， 英 作 文

試 験 は ０ ～ ０ ．２ ５ 点（ 採 点 担 当 教 員 が ０ ～ ２ ５ 点 で 評 価 し た 点

数 に １ ／ １ ０ ０ を 乗 じ た も の ），面 接 試 験 は １ ．０ ～ ５ ．０（ ０ ．

５ 点 刻 み で ９ 段 階 ）の 配 点 で あ る 。こ れ ら の 試 験 の 得 点 の 合 計 値5 

は １ ． ０ ～ ５ ． ６ ５ の 範 囲 と な る 。  

被 告 は ， 一 次 試 験 の セ ン タ ー 試 験 の 得 点 率 順 位 の 序 列 ご と に ，

小 論 文 試 験 ，英 作 文 試 験 ，面 接 試 験 の 得 点 の 合 計 値 を 基 準 と し て ，

受 験 者 の 性 別 に よ り 異 な る 基 準 で 合 否 を 判 定 し た 。  

（ ア ） 平 成 ３ ０ 年 度  10 

    二 次 合 格 者 数 は 定 員 の ２ 倍 （ ２ ４ 名 ） 程 度 と す る 。  

小 論 文 試 験 ，英 作 文 試 験 ，面 接 試 験 の 合 計 値 が ２ ．５ 未 満 の 者

は 不 合 格 と し ，２ ．５ 以 上 の 者 に つ い て 合 格 者 ，補 欠 者 を 検 討 す

る 。  

【 合 格 ・ 補 欠 １ A】  15 

次 の 判 定 基 準 に 従 っ て 合 格 者 を 検 討 す る 。た だ し ，二 次 合 格

者 数 を 超 え て 下 記 の 基 準 を 満 た す 者 は 補 欠 １ A と す る 。  

１ ～ ２ ０ 位     男 ２ ． ５ 以 上 ， 女 ３ ． ０ 以 上 合 格  

２ １ ～ ６ ０ 位    男 ３ ． ０ 以 上 ， 女 ３ ． ５ 以 上 合 格  

６ １ ～ ８ ０ 位    男 ３ ． ５ 以 上 ， 女 ４ ． ０ 以 上 合 格  20 

   【 補 欠 １ B】  

    次 の 判 定 基 準 に 従 っ て 補 欠 者 （ 補 欠 １ Ｂ ） を 検 討 す る 。  

   １ ～ ２ ０ 位   女 ２ ． ５ 以 上  

   ２ １ ～ ６ ０ 位  男 ２ ． ５ 以 上 ， 女 ３ ． 0 以 上  

   ６ １ ～ ８ ０ 位  男 ３ ． ０ 以 上 ， 女 ３ ． ５ 以 上 補 欠 １ B 25 

   【 補 欠 ２ 】  

    次 の 判 定 基 準 に 従 っ て 補 欠 者 （ 補 欠 ２ ） を 検 討 す る 。  
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   ２ １ ～ ６ ０ 位  女 ２ ． ５ 以 上  

   ６ １ ～ ８ ０ 位  男 ２ ． ５ 以 上 ， 女 ３ ． ０ 以 上  

（ イ ） 平 成 ２ ９ 年 度  

    二 次 合 格 者 数 を 定 員 の ２ 倍（ ３ ０ 名 ）程 度 と す る 。そ の 余 の

基 準 は ， 平 成 ３ ０ 年 度 と 同 様 で あ る 。  5 

（ ウ ） 不 利 益 取 扱 い の 内 容  

    上 記 の と お り ，被 告 は ，二 次 試 験 で は ，一 次 試 験 の セ ン タ ー

試 験 の 得 点 率 順 位 に 基 づ い て 序 列 を 設 け ，序 列 ご と に 二 次 試 験

の 点 数 に よ る 合 格 又 は 補 欠 合 格 判 定 基 準 を 設 け て い た 。  

そ の 基 準 は ，全 て の 序 列 に お い て ，女 性 に つ い て 一 律 ，男 性10 

よ り も 合 格 判 定 基 準 を ０ ．５ 点 高 く 設 定 し ，厳 し い 基 準 と し て

い た 。  

０ ．５ 点 は ，二 次 試 験 の 合 計 配 点 ５ ．６ ５ 点 か ら す る と 約 １

割 に 相 当 す る 大 き な 点 差 で あ る 。  

 15 

３  遅 く と も 平 成 ２ ０ 年 度 か ら 被 告 が 不 利 益 取 扱 い を し て い た こ と  

   上 記 ２ で 述 べ た 女 性 受 験 者 に 対 す る 不 利 益 取 扱 い を ， 被 告 は 平 成

２ ９ 年 よ り も 前 か ら 実 施 し て お り （ 甲 ４  ４ ３ 頁 ）， 遅 く と も ２ ０

０ ８ （ 平 成 ２ ０ ） 年 度 に は 始 め て い た （ 甲 ５ ）。  

   な お ， 上 記 ２ で 述 べ た 不 利 益 取 扱 い の 内 容 は ， 平 成 ３ ０ 年 １ ２ 月20 

３ 日 の 第 三 者 委 員 会 の 緊 急 第 一 次 報 告 書 の 公 表 の 段 階 で 明 ら か に

な っ て い る も の に 過 ぎ な い 。第 三 者 委 員 会 は ，不 利 益 取 扱 い の 内 容

や 平 成 ２ ９ 年 度 よ り も 前 の 順 大 医 学 部 入 試 に つ い て ，現 在 も さ ら な

る 調 査 を 継 続 中 で あ る （ 甲 ４  １ 頁 ， ４ ３ 頁 ， ４ ７ 頁 ）。  

    25 

第 ４  被 告 の 不 法 行 為  

１  被 告 が 行 っ た 不 利 益 取 扱 い は ，女 性 受 験 者 に つ き「 女 性 で あ る こ
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と 」を 理 由 と し て ，合 否 判 定 基 準 ，補 欠 合 格 判 定 基 準 点 を 男 性 よ り

も 高 く ，厳 し く 設 定 す る こ と で ，女 性 の 合 格 可 能 性 を 男 性 に 比 し て

制 限 す る 効 果 を も つ も の で あ る 。  

２  こ の よ う な 不 利 益 取 扱 い は ，「 性 別 」 と い う 受 験 者 個 人 の 努 力 や

意 思 に よ っ て は コ ン ト ロ ー ル す る こ と が 不 可 能 で あ り ，し か も ，受5 

験 者 の 感 性 や 医 師・医 学 者 と な る べ き 人 物・識 見・教 養 を 見 極 め る

の に 全 く 無 関 係 の 属 性 を 理 由 と し て ，女 性 受 験 者 を 差 別 す る も の で

あ り ， 合 理 性 も 社 会 的 許 容 性 も 全 く 見 出 し 得 な い 。  

被 告 の 行 為 は ，「 公 正 ， 公 平 」 で あ る べ き 入 学 試 験 の 根 幹 を 揺 る

が す 極 め て 重 大 な 不 正 で あ り ， 正 当 化 の 余 地 は 全 く な い 。  10 

３  こ の よ う な 不 利 益 取 扱 い が 許 さ れ な い こ と は ，性 別 に 基 づ く 差 別

を 禁 ず る 以 下 の 条 約 ，法 令 等 に 照 ら し て も 明 ら か と い う べ き で あ る 。 

（ １ ）女 子 に 対 す る あ ら ゆ る 形 態 の 差 別 の 撤 廃 に 関 す る 条 約  第 ２ 条

ｅ 及 び ｆ ， １ ０ 条 ａ 及 び ｂ  

（ ２ ） 日 本 国 憲 法  第 １ ３ 条 ， １ ４ 条 ， 第 ２ ６ 条  15 

（ ３ ） 教 育 基 本 法  第 ４ 条   

（ ４ ） 学 校 教 育 法  第 ３ 条   

（ ５ ）大 学 設 置 基 準  第 ２ 条 の ２「 入 学 者 の 選 抜 は ，公 正 か つ 妥 当 な

方 法 に よ り ， 適 切 な 体 制 を 整 え て 行 う も の と す る 。」  

 20 

４  被 告 に よ る 不 利 益 取 扱 い は ，入 学 試 験 の ま さ に「 本 質 的 要 素 」で

あ る「 選 抜 の 公 正・公 平 」を 著 し く 損 な う 行 為 で あ り ，そ の 違 法 性

の 程 度 は 極 め て 高 い と い う べ き で あ り ，教 育 機 関 と し て の 役 割 に 違

背 す る 極 め て 悪 質 な も の で あ る 。  

被 告 は ，一 次 試 験 に つ い て ，一 次 試 験 合 格 者 選 考 会 議 → 教 授 会 審25 

議 → 学 ⾧ 決 定 を 経 て 合 否 判 定 を し，二 次 試 験 に つ い て も ，二 次 合 格

者 選 考 会 議 → 教 授 会 審 議 → 学 ⾧ 決 定 を 経 て 合 否 判 定 を し て い る 。 
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そ し て ，各 会 議 の 出 席 者 ら は い ず れ も 不 利 益 取 扱 い に よ る 合 否 判

定 基 準 の 存 在 及 び 内 容 を 認 識 し て い た（ 甲 ４  １ 頁 ，１ ５ 頁～ ２ １

頁 ， ４ ３ 頁 等 ）。  

５  被 告 は ，遅 く と も 平 成 ２ ０ 年 度 以 降 ，上 記 の よ う な ，性 別 を 理 由

と す る 不 利 益 取 扱 い に よ る「 著 し く 不 公 正 ，不 公 平 な 選 抜 を 行 う こ5 

と 」を ，組 織 と し て ，予 め 決 定 し て い た に も か か わ ら ず ，こ れ を 秘

し て ，あ た か も 公 正 ，公 平 な 選 抜 を 実 施 す る か の よ う に 装 っ て 受 験

者 を 募 り ，順 大 医 学 部 入 試 を 受 験 さ せ ，著 し く 不 公 正 ，不 公 平 な 入

学 試 験 手 続 を 毎 年 行 っ て き た も の で あ る 。  

６  し た が っ て ，被 告 が 行 っ て き た ，受 験 生 の 募 集（ 募 集 要 項 の 公 表 ），10 

不 利 益 取 扱 い に よ る 合 格 者 の 選 抜 ，そ の 選 抜 に 基 づ く 合 格 者 発 表 と

い う 入 学 試 験 の 一 連 の 手 続 は ，全 体 と し て 違 法 性 を 帯 び ，原 告 ら に

対 す る 故 意 不 法 行 為 に あ た り ，各 年 度 の 入 学 試 験 手 続 ご と に 不 法 行

為 が 成 立 す る 。  

 15 

第 ５  被 告 の 不 法 行 為 に よ る 損 害  

被 告 の 不 法 行 為 に よ っ て 原 告 ら が 受 け た 損 害 は ，以 下 の と お り で あ

る 。な お ，今 回 請 求 し て い る 損 害 は「 一 部 」で あ り ，今 後 ， 入 学 試 験

に お け る 原 告 ら の 順 位 等 が 開 示 さ れ れ ば ，そ れ に 応 じ て 請 求 の 拡 張 を

予 定 し て い る 点 ， 予 め 申 し 添 え る 。  20 

１  慰 謝 料  

（ １ ）原 告 ら は い ず れ も ，平 成 ３ ０ 年 １ ２ 月 ３ 日 ，第 三 者 委 員 会 の 緊

急 第 一 次 報 告 書 が 発 表 さ れ て 初 め て ，自 ら が 過 去 に １ 度 な い し 複

数 回 受 験 し た 順 大 医 学 部 入 試 に お い て ，一 律 に 女 性 受 験 者 を 不 利

益 に 取 り 扱 う と い う 不 正 が 行 わ れ て い た こ と を 知 る に 至 り ，大 き25 

な 衝 撃 を 受 け た 。  

（ ２ ）原 告 ら は ，医 師 を 目 指 し て ，自 分 の 人 生 を 賭 け ，日 々 の 生 活 を
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犠 牲 に し て 受 験 勉 強 に 取 り 組 ん で き た が ，そ れ は と り も な お さ ず ，

被 告 が 実 施 す る 入 学 試 験 は 公 正 ，公 平 に な さ れ て い る と い う 信 頼

が あ っ た か ら こ そ で あ る 。  

 （ ３ ） 合 否 が 入 試 の 成 績 に よ り 決 定 さ れ る ， す な わ ち 努 力 が 成 績 と い

う 客 観 的 基 準 で 平 等 に 評 価 さ れ る と 信 頼 し て い た か ら こ そ ，原 告5 

ら は ，被 告 の 実 施 す る 順 大 医 学 部 入 試 の 受 験 を 決 意 し ，一 点 で も

多 く と れ る よ う ， 一 生 懸 命 勉 学 に 取 り 組 ん で き た の で あ る 。  

（ ４ ）と こ ろ が ，実 際 に は ，被 告 は ，女 性 で あ る こ と の み を 理 由 と し

て 男 性 よ り 不 利 益 に 取 り 扱 う と い う 著 し く 不 公 正 ，不 公 平 な 選 抜

を ， 遅 く と も 平 成 ２ ０ 年 度 か ら 毎 年 ， 組 織 的 に 行 っ て い た 。  10 

（ ５ ）被 告 は ，こ う し た 合 格 者 選 抜 の 実 態 を 秘 し ，募 集 要 項 に お け る

「 ア ド ミ ッ シ ョ ン ポ リ シ ー 」（ 入 学 者 受 入 方 針 ）の 中 で ，「 求 め る

学 生 像（ 例 え ば ，一 人 の 人 間 と し て ，人 間 と 自 然 を 愛 し ，相 手 の

立 場 に 立 つ 思 い や り と 高 い 倫 理 観 を 有 す る 人 ，幅 広 い 人 間 性 ，柔

軟 性 と 協 調 性 を 備 え た 高 い コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 を 有 す る 人 ，15 

等 ）」，「 大 学 入 学 ま で に 身 に 付 け て お く べ き 教 科 ・ 科 目 等 」 を 挙

げ ，「 入 学 者 選 抜 の 基 本 方 針 」 と し て 「 学 力 試 験 の み な ら ず ， 受

験 生 の 感 性 や 医 師・医 学 者 と な る べ き 人 物・識 見・教 養 を 見 極 め

る た め に ，小 論 文 試 験 ，面 接 試 験 を 課 し ，ま た ，小 中 高 に 至 る 活

動 を 知 る 資 料 の 提 出 に よ り ，総 合 的 な 判 定 に 基 づ き ，入 学 者 を 選20 

抜 し ま す 。」 と 記 載 し ， あ た か も ， 公 正 ， 公 平 な 選 抜 を 実 施 す る

か の よ う に 装 っ て い た（ 甲 ４  平 成 ３ ０ 年 度 に つ き ５ 頁 ，平 成 ２

９ 年 度 に つ き ６ 頁 ）。  

（ ６ ）原 告 ら は ，被 告 が 性 別 を 理 由 に ，⾧ 年 に わ た っ て 女 性 受 験 者 を

不 利 益 に 取 り 扱 っ て き た こ と を 知 り ，こ の よ う な あ か ら さ ま な 性25 

差 別 が ，公 正 ，公 平 で あ る べ き 入 学 試 験 と い う 場 で 営 々 と ま か り

通 っ て き た こ と ，そ し て そ れ を 被 告 が 組 織 的 に 行 っ て き た こ と に
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つ い て ， 激 し い 怒 り を ， そ し て 絶 望 を も 感 じ て い る 。    

（ ７ ）被 告 の 行 為 は ，医 師 を 目 指 し て 真 摯 に 勉 学 に 取 り 組 ん で い た 原

告 ら の 信 頼 を 一 方 的 に 裏 切 る も の で あ る 。ま た ，被 告 は ，大 学 と

い う 公 的 ，専 門 的 な 教 育 機 関 の 立 場 を 有 し な が ら ，性 差 別 と い う

憲 法 上 許 さ れ な い 差 別 を ⾧ 年 行 っ て き た 。被 告 の 行 為 の違 法 性 は5 

極 め て 重 大 で あ り ，強 い 非 難 に 値 す る も の で あ っ て ，慰 謝 料 額 を

算 定 す る 上 で 特 に 重 視 さ れ な け れ ば な ら な い 。  

（ ８ ）し か も ，こ う し た 著 し く 不 公 正 ，不 公 平 な 選 抜 を 行 っ て い た こ

と が ，平 成 ３ ０ 年 １ ２ 月 ３ 日 に 明 ら か に な っ た 後 も ，被 告 は ，わ

ず か に 平 成 ２ ９ 年 度 及 び 平 成 ３ ０ 年 度 の 直 近 ２ か 年 の 入 試 に つ10 

い て 合 否 再 判 定 を 実 施 し た に と ど ま り ，平 成 ２ ９ 年 度 よ り 前 の 入

試 に つ い て は ，不 公 正 ，不 公 平 な 選 抜 を 是 正 す る た め の 措 置（ 合

否 の 再 判 定 等 ） を 講 じ ず ， 放 置 し て い る 。  

（ ９ ）被 告 が 適 切 な 是 正 措 置 を 講 じ な い こ と に よ っ て ，原 告 ら の み な

ら ず 平 成 ２ ９ 年 度 よ り 前 の 全 て の 女 性 受 験 者 は ，被 告 の 不 正 入 試15 

を 知 ら ず に 受 験 さ せ ら れ て い た こ と に 精 神 的 シ ョ ッ ク を 受 け た

上 ，自 ら が 不 正 ゆ え に 不 合 格 と な っ た の か ，あ る い は そ う で な い

の か ， 確 証 が 持 て な い 不 安 定 な 心 理 状 態 に 置 か れ て い る 。  

（ １ ０ ） ま た ， 医 学 部 の 数 は 他 の 学 部 に 比 べ て 限 定 さ れ て い る こ と ， 複

数 の 医 学 部 が 同 一 日 程 で 入 学 試 験 を 実 施 し て い る 例 が あ る こ と20 

を 考 え れ ば ，被 告 の 不 法 行 為 に よ っ て ，原 告 ら は ，他 大 学 を 受 験

す る 機 会 を 喪 失 さ せ ら れ た と い え る 。  

（ １ １ ） 以 上 の 事 情 か ら す れ ば ， 被 告 が 原 告 ら に 与 え た 精 神 的 苦 痛 は 極

め て 大 き い と い う べ き で あ り ，そ の 苦 痛 を 慰 謝 す る に 足 り る 慰 謝

料 は ，各 原 告 に つ き ，受 験 一 年 度 あ た り ２ ０ ０ 万 円 を 下 回 ら な い 。 25 

（ １ ２ ） し た が っ て ， 被 告 は ， 原 告 ら に 対 し ， 受 験 内 容 ・ 損 害 目 録 「 受

験 慰 謝 料 」， 欄 記 載 の 額 を 賠 償 す べ き 義 務 を 負 う 。  
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２  入 学 検 定 料 ， 交 通 費  

（ １ ）原 告 ら は ，順 大 医 学 部 入 試 を 受 験 す る に あ た り ，受 験 内 容・損

害 目 録「 入 学 検 定 料 」，「 交 通 費 」各 欄 記 載 の 額 を 支 出 し た（ 甲 ６ ）。  

（ ２ ）上 述 の と お り ，被 告 に よ る 受 験 者 の 募 集 自 体 が 不 法 行 為 に あ た5 

り ，被 告 は ，原 告 ら に 対 し「 公 正 ，公 平 な 入 学 試 験 が 実 施 さ れ る 」

と 誤 信 さ せ て 順 大 医 学 部 入 試 を 受 験 さ せ ，も っ て 入 学 検 定 料 ，交

通 費 相 当 額 の 損 害 を 与 え た も の で あ る 。  

（ ３ ）し た が っ て ， 被 告 は ，原 告 ら に 対 し ，受 験 内 容 ・ 損 害 目 録「 入

学 検 定 料 」，「 交 通 費 」 各 欄 記 載 の 額 を 賠 償 す べ き 義 務 を 負 う 。  10 

 

第 ６  ま と め  

よ っ て ，原 告 ら は ，被 告 に 対 し ，不 法 行 為（ 民 法 ７ ０ ９ 条 ）に 基

づ く 損 害 賠 償 と し て ，別 紙 受 験 内 容・損 害 目 録 記 載 の 原 告 氏 名 欄 に

対 応 す る 請 求 額 欄 記 載 の 損 害 賠 償 金 及 び こ れ に 対 す る 訴 状 送 達 の15 

日 の 翌 日 か ら 支 払 済 み ま で 民 法 所 定 の 年 ５ 分 の 割 合 に よ る 遅 延 損

害 金 の 支 払 い を 求 め る も の で あ る 。  

 

第 ７  求 釈 明  

１  平 成 ３ ０ 年 １ ２ 月 １ ０ 日 ，被 告 は 平 成 ２ ９ 年 度 及 び 平 成 ３ ０ 年 度20 

の 順 大 医 学 部 入 試 に お い て 不 利 益 取 扱 い に よ り 不 合 格 と な っ た 受

験 生 を 特 定 し て い る（ 甲 ７「 第 ２ 」の ２ 項 ）と こ ろ ，以 下 に つ い て

開 示 を 求 め る 。   

（ １ ）平 成 ２ ９ 年 度 及 び 平 成 ３ ０ 年 度 入 試 に お い て 被 告 が 合 否 判 定 に

用 い た 「 一 次 合 格 者 選 考 会 議 資 料 」（ 甲 ４  １ ５ 頁 ・ 下 か ら ２ 行25 

目 な ど で 言 及 さ れ て い る も の ） の う ち ， 原 告 ら に か か る 部 分   

（ ２ ）平 成 ２ ９ 年 度 及 び 平 成 ３ ０ 年 度 入 試 に お い て 被 告 が 合 否 判 定 に
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用 い た 「 二 次 試 験 合 格 者 選 考 会 議 資 料 」（ 甲 ４  １ ８ 頁 ・ 下 か ら

６ 行 目 な ど で 言 及 さ れ て い る も の ）の う ち ，原 告 ら に か か る 部 分   

（ ３ ）平 成 ２ ９ 年 度 及 び 平 成 ３ ０ 年 度 入 試 に つ き ，被 告 が 合 否 を 再 判

定 し た 際 に 用 い た ，女 子 受 験 生 へ の 不 利 益 取 扱 い を 排 除 し た 合 否

基 準 の 内 容   5 

（ ４ ） 上 記 再 判 定 の 際 ，「 一 次 合 格 者 選 考 会 議 資 料 」 及 び 「 二 次 試 験

合 格 者 選 考 会 議 資 料 」以 外 に 用 い た 資 料 が あ る 場 合 に は ，当 該 資

料 の う ち 原 告 ら に か か る 部 分   

２  被 告 が 設 置 し た 第 三 者 委 員 会 に よ る 「 検 証 作 業 な ど の 調 査 」（ 甲

４  ４ ５ 頁・下 か ら ６ 行 目 ）の 進 捗 状 況 並 び に 調 査 結 果 の 公 表 予 定10 

及 び そ の 時 期 に つ き 開 示 を 求 め る 。  

 3 第 三 者 委 員 会 に よ る ，緊 急 第 一 次 報 告 書 に 続 く 報 告 書 の 作 成 有 無 ，

作 成 し て い る 場 合 に は そ の 進 捗 状 況 及 び 公 表 予 定 時 期 に つ き 開 示

を 求 め る 。  

 4 平 成 ２ ８ 年 度 以 前 に 被 告 が 実 施 し た 順 大 医 学 部 入 試 の う ち ，原 告15 

ら の 受 験 年 度 に お い て 被 告 が 合 否 判 定 に 用 い た「 一 次 合 格 者 選 考 会

議 資 料 」（ ま た は こ れ に 準 じ る 資 料 ） 及 び 「 二 次 試 験 合 格 者 選 考 会

議 資 料 」（ ま た は こ れ に 準 じ る 資 料 ） の 存 否 ， 並 び に 当 該 資 料 が 存

在 す る 場 合 に は 原 告 ら に か か る 部 分 に つ き 開 示 を 求 め る 。  

5 平 成 ２ ８ 年 度 以 前 に 被 告 が 実 施 し た 順 大 医 学 部 入 試 に つ き ，以 下20 

に つ い て 開 示 を 求 め る 。  

（ １ ）合 否 の 再 判 定 を 実 施 し た か ど う か（ 実 施 作 業 中 で あ れ ば そ の 旨

及 び 作 業 が 完 了 す る 時 期 ）  

（ ２ ）合 否 の 再 判 定 を ま だ 実 施 し て い な い 場 合 ，実 施 す る 予 定 が あ る

か   25 

（ ３ ）再 判 定 を 実 施 し て い る 場 合 ，原 告 ら の 合 否 結 果（ 実 施 作 業 中 で

あ れ ば ， 結 果 が 判 明 次 第 す み や か に 開 示 さ れ た い ）  
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（ ４ ）合 否 を 再 判 定 し た 際 に 用 い た ，不 利 益 取 扱 い を 排 除 し た 合 否 基

準 の 内 容   

（ ５ ） 上 記 再 判 定 の 際 ，「 一 次 合 格 者 選 考 会 議 資 料 」 及 び 「 二 次 試 験

合 格 者 選 考 会 議 資 料 」以 外 に 用 い た 資 料 が あ る 場 合 に は ，当 該 資

料 の う ち 原 告 ら に か か る 部 分  5 

 

以 上  

証  拠 方  法  

証 拠 説 明 書 記 載 の と お り 。  

附  属  書 類  10 

１  訴 状 副 本        １ 通  

２  委 任 状        １ ３ 通  

３  戸 籍 謄 本        １ 通  

４  資 格 証 明 書       １ 通  

５  証 拠 説 明 書 副 本     １ 通  15 

６  甲 号 証 写 し      各 ２ 通  

 

 


